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乙
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合
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代
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全

然

本

人

の

お

岡

無

言

時

は

代

理

行

魚

の

有

殺

無

殺

乞

決

す

る

に

付

き

影

響

を

及

ぼ

す

べ

当

事

費

印

ち

獅

泌

氏

訟

に

所

誠

意

思

の

欠

快

又

は

或

事

情

の

知

若

し

く

は

渇

失

不

知

が

果

じ

℃

存

在

せ

し

ゃ

否

や

は

凡

℃

之

を

代

迎

人

に

付

い

℃

定
h
u

る

も

の
な
る

が

飲

代

品

場

合

に

は

本

人

に

意

思

の

欠

依

又

は

或

事

情

の

知

者

し

く

は

過

失

不

知

わ

る

も

是

れ

代

理

行

局

に

は

決

し

℃

庇

接

に

影

響

を

及

ぼ

す

も

の

に

わ
ら
ず

と

な

せ

b
然

れ

E
も

本

人

が

代

理

機

な

授

奥

す

る

の

外

に

更

に

指

図

乞
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お
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お
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ぴ
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行

局

を

な

し

た
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時

は

代

理

行

潟

の

内

容

中

英

指

闘

に

基

悶

せ

る

部

分

に

付

b
d

℃

は

代

理

人

の

意

思
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欠

侠

又

は

知

者

し
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過

失

不

知

が

直

接

〉
丸
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則
市

‘ιu
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t
γ
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行

局

に

影

響

を

来

ず
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勿

論

な
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に
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℃
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本
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白
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者

し

く
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を
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郎

ち

之

に

依

る

時

は

人
が
他
人

に

鈎

し

任

意

に

代

理

継

を

授

典

し

且

〉
、
一
丁
市
屯
玩
"
ー
ロ
ー

/
，

λ
4
m
b
p
o応
る
亦

の
た
め

に

特

に

委

任

を

な

し

も

し

く

は

お

闘

を

輿

~ 

7と
る

場

合

に

於

℃

は

之

に

よ

b
℃

潟

3
れ

た

る

ーを

-rじ

行

然

は

共

同

行

潟

と

な

る

も

の

な

b
故
に
戒
一
事
情

の
知
も
し
く
は
過
失
不
知
、
が
其
行
潟
に
影

響

を

波

及

す

ぺ

ち
」
場
令
に
わ
A
Y

℃
は

廿
火
事
賢
の
有

無

は

本

人

弁

に

代

理

人

代

付

℃

之

を
定

hu

べ

き

も

の

と

な

せ

ム
リ
而
し
て
意
思
欠

侠
が
業
一
戸
川
潟

に

影

響

を

及

ぼ

す

べ

3
場

合

に

於

℃

は

其

. 
‘号‘

事

震

の

有

無

は

全

然

之

を

代

理

人

に

付
て
定
一
h
u

ぺ
先
ど

か

或

は

本

人

に

付

℃

定

h
u

ぺ

3
か

は

特

ー"'1

に

説

明

を

加

へ
ず
と
い

へ

E
も

意

思

欠
仙
慌
の
場
合

中
盤
・
に
錯
誤
の
場
合
L
Z
特

記

し

℃

此

場

合

に

は

其

錯

淡

の

関

す

る

事

項

に

し

て

本

人

の

奥

へ

た
る
指
闘
の
範
囲
内
に
騎
す
る
以
て
上
は
本
・

x 
八
‘
代
錯
誤
な

3
時
は
代
理
人
に
錯
誤
ゐ
る
古
菜
、
錯

誤

は

代

理

行

潟

に

伺

等

の

影

響

を

及

ぼ

す

も

の

に

ゐ

ら

ず

止

な

す

も

の

な

hJ
放

に

代

迎

行

然

の

内

容

の

部

分

に

し

℃

本

人

の
興
ヘ

12 
る

写 l 、'

お
岡
の
純
閣
内
に
防
御
す

る

zadは
共

部

分

に

つ

い
て
は
本
人
は
鼠
・
溺
の
行
鴻
者
に
し
て
代
理

，< 

A 
(
は
般
に
意
邸

の
体
泡
者
、
た

る

に

過

ぎ

ず

と

潟

す

も

の

な

b
共

結

果

と

し

℃

此

部

分

に

つ

v、

て

本

人

に

鈴

税

あ

る

時

は

仮

令

代

理

人

に

錯

誤

無
念
」
時

le}
雄

も

其

鈴

税

は

代

理

行

翁

に

到

し

て
直
接
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
之
一
五
は

3
る
可

、
，
、
一

点
、

'
D
3
る
'
代
至
る
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解
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潟
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を
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典
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を
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℃
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に
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℃
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を
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℃
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は
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